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これまでの委員の主な意見  

Ⅰ 看護教員の養成について   

【看護教員養成講習会に関して】  

01年間の看護教員養成講習会は有益である。受講したことで、教員としての姿勢や   

態度には変化がみられ、組織内でも活躍してくれる。  

○看護教員養成講習会では講義などの指導の仕方は教えているが、教員としての業   

務をすべて教えているわけではない。もっと現場ですぐに活かせるような内容の教   

員養成講習会を行う必要がある。  

○毎年実施する県は限られていて、県外に出なければ受講できないといった実情もあ   

る。今の実施方法では、物理的な問題や家庭の事情から看護教員養成講習会を受   

けたくても受けられない人もいるのではないか。  

○看護教員養成講習会を実施する県にばらつきがある。養成所の数や未受講者の数   

などいろいろな要因があるだろうが、1県で必要な人数が集められないこともある。  

○看護教員養成講習会を受講したくても出来ない人が少しでも受講できるよう、放送   

大学、通信制、e－ラーニングの活用などの方法を導入してはどうか。  

○特定の施設や研修制度だけでなく、大学での科目履修を認定できるようにすれば、   

近隣の大学で受講でき、長期間職場を空けずに済むのではないか。  

○養成所から研修には出せない、研修に出すとしても欠員のままという施設もあり、   

養成所には講習会に送り出すだけのマンパワーや財政の余裕がない。無理をして   

講習会に出しても、養成所に戻ってすぐやめてしまうことがある。  

○高等学校の看護教員の養成は、看護教員養成コースを有する10数校の課程認可   

大学で行われるが、コースを選択する学生が少数であるため、養成が少ない。  

○質の高い看護教員を養成するために、当面は何をしなければいけないのか、将   

来的な方策はどうあるべきかという段階的な議論が必要である。  

○現在開催されている看護教員養成講習会・実習指導者講習会・ 幹部看護教員養   

成課程を連動させたほうがよいのではないか。  

0900時間を8カ月で実施するというのは、つめこみの教育になり、受講者にと   

って負担が大きい。1年にしてもう少しゆとりを確保すべきである。  

○看護教員に求められるものは時代とともに変わってきている。平成21年のカ   

リキュラム改正を活かした新しい教育内容を設定していくべきである。  

○看護教員が自信を持てるよう、学位に繋がるようなコースを作るべきである。   



○専修学校の看護教員は臨床経験を要件としているが、大学の看護教員にも臨床   

経馬剣ま必要である。  

○教育時間、内容、実施体制、評価の視点を含め、看護教員養成講習会実施要領   

の見直しやガイドラインが必要である。  

○大学や大学院に看護教員養成課程を設置するのが望ましい。  

○都道府県の看護教員養成講習会担当者へ研修の開催に関する情報提供、カリキ   

ュラム構築における相談体制などが必要である。  

○各地方厚生局単位での統一したカリキュラムによる実施やブロック単位での   

実施を検討してほしい。  

○すでに教員となっている未受講者の解消やばらつきのない看護教員養成講習   

会の開催のためには、受講の義務化や国の財政支援が必要である。  

○看護教員養成講習会修了者に対する資格の付与および更新制という仕組みを   

構築すれば、看護教員の質の確保と意欲向上につながる。  

○単独で看護教員養成講習会を開催できない都道府県に対しては、国が共同開催   

の提案などの調整を行うべきである。  

○量を確保するためには、現状の都道府県開催に加え、北海道から九州まで1つ   

のブロックに1つの大学での開催をすすめる。  

○看護教員養成講習会を企画する都道府県担当者への情報提供や実施に関する   

相談体制を構築することが必要であり、その支援を国が行うべきである。  

○教員養成のための教育内容だけでなく、看護教員としてどのような能力を身に   

付けるべきかをガイドラインで国が示すべきである。  

○着岸教貞の養成を．オ学や大草好で行ラことばすぐ／こ必要をことであり、J罫甘看   

′芽教卓養成諸費会への財政支窟とカリ手エラムの平準化を虜力仁虐めるべき   

である。  

【看護師等養成所における看護教員の要件について】  

○実習指導の際に、臨床経験が少ないと学生に自信をもって教えられず、実習指   

導が成り立たないということがあるので、臨床5年程度は必要である。  

○看護教員の確保が困難である現状を踏まえると、量を確保するためには要件を   

緩和するほうが現実的である。  

○看護教育の充実のために、看護教員の量と質を向上させる必要があり、そのた   

めには、看護教員の要件を緩和する一方で、質を確保するための方策も併せて   

推進することが求められる。  
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○看護教員には一定の臨床経験が必委であるが、看護教員確保の観点からは、現   

行の要件における5年の臨床経験年数を3年に緩和する一方、臨床経験の業務   

内容を明示して、質の確保を図るべきである。  

○大学卒や大学院修了の看護職員が増加する中、看護師等養成所の看護教員への   

活用の推進が考えられるが、看護教員の要件を満たす者が少ないので、要件で   

ある大学での履修内容を拡大することが望ましい。  

Ⅱ 看護教員の継続教育について   

【各教育機関での継続教育の現状と課題について】  

○医師は、大学に所属していても病院で外来をするなど患者とかかわりが持てる。看   

護師の場合、ユニフィケーションを実施しているところでも、病院と学校の仕事を1   

人がこなすとなると、人数の問題等で限界があり、医師と同様にはいかない。  

○病院と学校のユニフィケーションは身分の保証や給与の関係などの問題で実践で   

きない所が多い。  

○大学等では教師数育という意味でFD（ファカルテイ・ディベロップメント）の取り組み   

が義務づけられているが、さらに看護実践能力を活かせるようなFD等の取り組み   

が必要である。  

○教育や看護実践能力、研究、マネジメントといった内容について設置主体が組織的   

に教員の研修を体系化しているところがある。  

○大学が養成所も含めた看護教員を集めて公開講座等の講習を開催し、専任教員の   

継続教育を担っているところもある。  

○病院に付属の教育機関がある場合、教員が希望する病棟で一定期間の研修を行   

えるシステムを構築しているところや、採用後の教員研修を体系化し、研究調査日   

の取得や臨床研修制度等を導入しているところもある。  

○新人教員には即実践が求められており、その現状は過酷なので、指導教員や助言   

システムを用意しているところもある。  

○大学院修了等キャリアアップした看護教員たちは、大学へ流れてしまう。学習をつ   

んだ教員が養成所で能力を発揮しながら教育にあたるという環境が整っていない。  

○看護教員養成講習会を含め継続教育は絶対に必要であるので、継続教育を受ける   

ことへの経済的補助も考えてほしい。  

○看護教員養成講習会受講後に、受講生のモチベーションが維持されるような継   

続教育システムが必要である。  
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○養成所でも、大学や大学院のように看護教員のFDの義務化が必要である。  

○国の制度として、看護教員の質の保証については、看護教員養成講習会とは別な   

仕組みが必要である。  

○タ孝一殿仁ば、屠教育委貞会仁よる悉皆研修や教貞磨農家新のための研修筈   

があり、身戯唐炭及びライフステージの多度辟に応じて必二穿を彫カカ斬らカるよ   

ラ勿仔、中堅、弼／こガげ丁研修が体系化きれれlる。一方で、㈱での訝   

修度会の粛窟や長フ静研修中の代替教貞の虐傑が汲をって11る。  

○都立の書房専門学傑でば、虚：静・長期研修者用意tTい名が∴疫差分拶の詔整   

筈により屠ったメン／トーで長フ静伊疹者の火屋分をカ／仁一Lrいる。戯教育に   

おい丁ば、教貞慶の不定、新人教貞への支窟∴瘡尿才学炭せの麿携妙讃眉で、   

窟推仁よるブロック単位での紛育■の兵旛や着成屏や粛啓腰ノ野への磨′済   

彪支窟を．好め丁いる。  

○春彦系大学でば、研究彫カの席上／ニ盾／ナ、研究費の磨潔、研究者岸の朗、音   

字教貞への舵添畝玄窟筈や、教育実窟磨力席上のため、学生からの虔煮評膠   

や数多綬百の疫芽参厨筈といった′pを兵粛LTいる。一方で、脚容の虜   

り、／p仁対する教貞の知者不定、教貞とLTの準傍浬、予身の粛鍔等オ願と   

をっ丁いる。  

○作袈要貞がいをいと小虜虜を着成ン努でば一点場外野の研修√＝′労すの仕訝Lいの   

で、作鰯をj据置デる倉潜みが必要であ名。  

○養成所屏士のブロックを作ればこ 勉の看芳書聯f行っ丁いる脚を膠   

戯教育プログラム善部分館に実膠できるのでばをいか   

【教員に求められる資質と評価について】  

○看護師の専門能力、臨床実践能力を看護教員になってからも維持することは困難   

であり、臨床を離れている看護教員に看護実践能力を求めるのは無理がある。  

○看護実践能力と教育実践能力のどちらも必要で、そのバランスが大事であり、両方   

を補い合うシステムを作ることが重要である。  

○看護教員には教育学、教育論が不足しており、その視点を育てる必要がある。  

○教育的まなざしを学生に伝える技と知性としてのコミュニケーション能力が看護教員   

には必要である。  

○学生は多様化しており、看護教員には指導力やカウンセリング能力等も求められて   

いるが、画一的ではなく、個々の能力を高めていけるような仕組みが必要である。  

○文字を読む、書く力といった基礎学力の差が他分野の教員に比べて大きい。  

○看護教員の役割は、臨床実践能力の担保ではなく、誰に学生を預けたら優れた臨   

床実践の指導をしてもらえるかを見極め、状況を説明できることが重要である。教  
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員には時代の要請に合ったカリキュラムを作成できることが求められる。  

○全体的に教員の自己、生徒や保護者による他者評価システムが浸透しつつある。  

○質の高い看護教員は、どういう要件を備えているべきなのかということ妄議治   

しておく必要がある。  

○看護教員に求められている資質や教員像は、モデルを作ると非現実的なものに   

なりがちなので、資質の内容を整理■構成化してはどうか。  

○学生の実習等における様々な経験の中から、教育・学習課題に照らして素材を   

切り取り、看護学的に意味づける教材化の能力が看護教員には必要である。  

○多様化する学生を尊重し大切にできるような、人権意識を看護教員がしっかり   

もっていることが重要である。  

○新任の看護教員は、教育実践の中で迷いや悩みを多く抱えているため、メンタ   

ーやスーパーバイザーの配置等の養成後のフォローアップ体制が必要である。  

○新任の看護教員が実際に教育を始めてから抱える悩み等に対応するため、新任   

期のフォローアップ研修等の実施が求められる。  

○看護教員の教育における専門性を評価する仕組みの構築が求められる。  

○（資質ノと傭カノといぅ言葉ば、言薯の意味が貫をり、とら元方る人仁よっ   

て賓をるので、儲・彪カノといぅ表屠ば虔者／ニ好った方二か’よい。  

○都立の着岸専門苧炭でば、専仔教貞の手ヤリア劇達成眉頗琶、窟定Lたイつの   

彪カj凱 手ヤリア邸の区分／ニ広ご乙設定LTい名カ仁 者彫カの‘許好の倉潜み仁   

つい丁ば榊野である。  

【自己研鎮について】  

○臨地実習指導と講義にほとんどの時間を責やし、自己研皆の時間が十分にとれて   

いない現状がある一方で、研修に積極的に参加する人が多い養成所もある。  

○専門看護師の資格を有する教員の中には、定期的に病院の外来に出たり、臨床と   

の研究会を作ったりして、臨床とのつながりを持っている者もいる。  

○臨床での自己研錯を研修として位置づけるなど、自己研鍔の機会を組織的にシス   

テムとして確保していくことが必要である。  

【今後の継続教育のシステムについて】  

○看護教員の成長を新任、中堅、ベテランといった段階別モデルを作成して対応する   

とよい。  

○大学が行っている講習等の看護教員の継続教育を各都道府県で行えるよう体制化   

する必要がある。  
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○看護教員のキャリアアップやユニフィケーションのシステム化を考える必要がある。  

○看護紆のラタ」ぱ虚凍頚場で完全左腰一さカ丁いるわ／石打計訪いが∴ある岸度   

の兵戯好ば得らカ丁いるので、看護好と屠綬の考j方で看穿教貞仁るラダ」－   

や鹿討を示すとよい。  

Ⅲ 臨床家の活用と臨地実習の指導体制について   

【臨床家の教育者としての活用】  

○臨床の実習指導者は、看護師の業務と兼任でしか学生と関われていないので、専   

任として関われる人の配置を義務づける取組みや、学生が行う学内演習から関わ   

ることができるシステムが必要である。  

○看護教員が高度な看護実践能力を維持するためには、病院内での看護実践能力   

の活用をどのように考えるかが大きな課題である。  

○看護教育において臨床家と看護教員の協働の仕方について、その仕組みづくりが   

重要である。  

○高度実践能力を持つ看護職員（認定看護師や専門看護師等）を教員として活用す   

るシステムを作る必要がある。  

○臨地実習指導に関わる看護教員や臨床の実習指導者といったマンパワー不足から、   

学生に安全に実習を行ってもらう環境を整えるのに苦労している。  

【臨地の実習指導者について】  

○病院によっても実習指導者の配置数に差があるが、実習病院で職員を実習指導者   

講習会へ派遣する際は、病院の負担であり、経済的支援がないのが厳しい。  

○小さい病院が病院だけで実習指導者を養成して配置するということは不可能であり、   

学校で養成貴用を負担しないと動かない現状がある。  

○臨床の実習指導者も含めて実践能力のある人が、実習にきた学生に関われる体制   

作りが必要である。  
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主な検討課題と論点  

1．質の高い看護教員を養成するための看護教員養成のあり方及び要件につい  

て  

看護教員養成講習会の実施体制は、各都道府県によって異なるが、ブロッ  

ク単位などで調整する必要はあるか  

看護教員養成講習会の質の充実・確保をどのように図るか  

看護教員養成講習会の未受講者を減らすためにはどのような方策が必要  

であるか  

看護職員や教員の高学歴化が進む中で、現在の専任教員の要件をどのよう  

に考えるか  

質の高い看護教員に求められる資質とはどのようなものか  

2．看護教員の継続教育について  

現状を踏まえ、看護教員の新任時期から連続した継続教育の仕組みをどの  

ように考えるか  

看護教員の資質を高める継続教育にはどのような内容が必要か  

看護教員の継続教育の方法として、どのようなことが考えられるか  

看護教員の実践能力を高める方策にはどのようなものがあるか  

3．臨床家の活用と臨地実習の指導体制について  

臨地実習の質を確保するにはどのような指導体制の整備が望ましいか  

臨床家を効果的に活用するためにはどのようなシステムが考えられるか   



継続教育に関するこれまでの議論の整理（案）  
I‾‾‾‾‾‾‾‾1  

し…＿＿＿＿＿：内；さらなる議論が必要な事項  

看護教員の新任期からの連続した継続教育の仕組みについて  

（1）現状と課題  

○教育や看護実践能力、研究、マネジメントといった内容について設置主体が   

組糸哉的に教員の研修を体系化しているところがある。  

○他にも、病院に付属の教育機関がある場合、教員が希望する病棟で一定期間   

の研修を行えるシステムを構築しているところや、採用後の教員研修を体系   

化し、研究調査日の取得や臨床研修制度等を導入しているところもある。  

○また、大学が養成所も含めた看護教員を集めて公開講座等の講習を開催し、   

専任教員の継続教育を担っているところもある。  

○新人教員には即実践が求められており、その現状は過酷なので、指導教員や   

助言システムを用意しているところもある。  

○学習をつんだ看護教員が養成所で能力を発揮しながら教育にあたるという環   

境が整っていないので、大学院修了等キャリアアップした看護教員たらは、   

大学へ流れてしまう。  

○大学や大学院では教師教育という意味でFD（ファカルテイ・ディベロツプメ   

ント）の取り組みが義務づけられているが、さらに看護実践能力を活かせる   

ようなFD等の取り組みが必要である。  

○医師は、大学に所属していても病院で外来をするなど患者とかかわりが持て   

る。看護師の場合、ユニフィケーションを実施しているところでも、病院と   

学校の仕事を1人がこなすとなると、人数の問題等で限界があり、医師と同   

様にはいかない。  

○また、病院と学校のユニフィケーションは身分の保証や給与の関係などの問   

題で実践できない所が多い。  

○代替要員がいないと、小規模な養成所では看護教員を一定期間の研修に出す   

のは困難な状況にある。  

05年一貫校では、教職経験及びライフステージの各段階に応じて必要な能力   

が備えられるよう初任、中堅、管理職に分けて悉皆研修が体系化されている。   



一方で、医療現場での研修機会の確保や長期研修中の代替教員の確保が課題   

となっている。  

○都立の看護専門学校では、体系的に様々な研修が用意されているが、授業分   

担の調整等により、残ったメンバーで長期研修者の欠員分をカバーしている   

のが現状である。教員の配置数の他にも、新人教員への支援、臨床現場と学   

校との連携が課題となっている。  

○看護系大学では、研究能力や教育実践能力等の向上に向け、様々なFD活動   

を実施しているが、活動内容の偏り、FDに対する教員の知識不足、予算の確   

保等が課題となっている。  

（2）対応策  

○看護教員の質の保証については、看護教員義成講習会とは別に、画一的では   

なく、個々の能力を高めていける仕組み作りが必要である。  

○看護実践能力と教育実践能力のどららも必要で、そのバランスが大事であり、   

両方を補い合うシステムを作ることが重要である。  

○大学が行っている講習等の看護教員の継続教育を各都道府県で行うことがで   

きるよう体制を整備する必要がある。  

○新任の看護教員が実際に教育を始めてから抱える悩み等に対応するため、新   

任期のフォローアップ研修等の実施が求められる。  

○看護教員のキャリアアップやユニフィケーションのシステム化を考える必要   

がある。  

○養成所でも、大学や大学院のように看護教員のFDの義務化が必要である。  

○看護師のラダーと同様に、看護教員の成長を新任、中堅、ベテランといった   

成長段階別モデル（ラダー）を作成し、指針として示すとよい。  

○養成所同士でブロックを作り、他の看護専門学校が行っている体系的な継   

続教育プログラムを部分的に実施する仕組みを考えてはどうか。  

○看護職員と同様に、看護教員にも資質の向上につながるメンタt」ングやスー   

パーハイジンクを導入していくことは可能ではないか。  

○小規模な養成所の看護教員が一定期間の研修に出られるようにするには、代   

替要員を派遣する仕組みが必要である。  

2   
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【さらなる議論が必要な事項】  
t  

l  

l   

l  

l  

I 

1  

1  

：①現状をふまえ、看護教員に対する新任期からの連続した継続教…  

：育が、全国的に展開されるようにするためには、どのような万；  

；法・体制が考えられるか。 l  
l  l  l  l  

②看護教員が、生涯を通じてキャリアアップを重ねるためには、  

：どのような継続教育の内容が求められるか。 l  
l  

1  

1  

l  

：③養成所の現状から、看護教員が外部の研修に参加することが困：  

‡難な状況となっているが、責成所でもキャリアを積み重ねられ： l l  
… るようにするためには、どのような方策が必要か。  
l  

l  

l  

二   


